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序

本書は県営圃場整備事業に伴い、1982年に山梨県北巨摩郡高根町地内で発掘致し

ました青木北遺跡と梅の木遣跡の調査報告書であります。この２遺跡は本県におけ

る大きな遺跡分布地域であります八ケ岳東南麓に位置し、この附近には縄文時代や

平安時代の遺跡が数多く分布しております。

八ケ岳東南麓は平安時代に急速に開発が進められたと考えられており、幾多の集

落が形成されました。青木北遺跡もこの中の１つで、遺跡は平安時代前期から中期

にかけての集落跡であります。そのほぼ全面を発掘調査致しましたところ、竪穴式

住居土止12軒、掘立柱建物杜５棟、土壌約10基などを検出し、土師器や須恵器の他縄

文時代中期の遺物が出土致しました。この集落の中には、類例が少ない柱の礎石が

据えられていた１軒の竪穴式住居j2ltと棟持柱をもつ１棟の掘立柱建物土止があって注

目されます。また1983年に高根町教育委員会によって全面発掘されました東久保遺

跡と隣接しており、これとの関係も興味深いものがあります。

一方、梅の木遣跡では、縄文時代中期の新道式や藤内式土器などを伴出した六角

形と考えられる竪穴式住居杜１軒を検出致しました。中期縄文時代の集落遺跡が濃

密に分布する山麓の中にあって、遺物の散布が少ない台地で検出した遺構として、

注目すべき点があります。以上本報告書が今後の研究や教育のために資することが

できましたら幸に存じます。

末筆ながら、発掘担当者としてご苦労いただいた現高根町教育委員会職員の雨宮

正樹氏をはじめ、調査にご協力くださった関係各機関、炎暑の中で直接発掘調査に

当たられました皆様、整理に参加されました方々や墨書土器筆跡の鑑定をいただき

ました山本潔氏に厚くお礼申しあげます。

1992年３月２日

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義
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原稿記述上の便宜のために、発掘地区の中央を貫通する道

路を境として、東側をＡ区、西側をＢ区と言う。

図面には次の略記号を使用した。

ＳＢ－建物靴（竪穴式住居杜と掘立柱建物祉を通し番号と

した）Ｐ－ビットＳ一石土一土器

水系レベルの数字は標高である。

遺物番号、遺構番号を整理段階で削除したものがあるので

欠番がある。

遺物実測図と遺物写真図版の（）内番号は遺構平面図に

記載した遺物番号である。遺物写真図版の（）の右の番

号は遺物実測図の番号である。
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例

凡 例

この発掘調査は文化庁の補助金と農林省の委託金を受けて

実施した。

発掘調査及び整理参加者は次のとおりである。（順不同、

敬称略）

故藤原芳郎、原藤初代、浅川君子、清水東、清水茂子、

下降松枝、八巻栄、八巻知子、永関米子、清水路子、広

瀬恵、浅川一郎、八巻一也、清水悟、中島広、清水

薫、清水潤、小林あさふ日向たまの、宮沢まさみ、

竜沢みち子、榎本勝、木之瀬久司、渡辺征子(整理)、名

取洋子(整理）

発掘調査および執筆は山梨県埋蔵文化財センター森和敏と、

現在高根町教育委員会職員の雨宮正樹氏が、整理・編集は

森が担当した。

墨書土器の墨書筆跡鑑定は筆跡鑑定人・行政書士山本潔氏

(中巨摩郡田富町西花輪2468）があたり、執筆した。

出土した遺物、図面や写真等の記録類は県埋蔵文化財セン

ターが保管している。
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青木北遺跡

Ｉ 青 木北 遺 跡

第１章発掘調査の動機と経過

八ケ岳南麓には国指定史跡になっている金生遺跡や井戸尻遺跡をはじめとして、縄文時代や

平安時代などの多くの遺跡群が本県と長野県にわたって広くあることは周知のとおりである。

本県側における遺跡や遺物の考古学的調査・研究は古くから行われており、1910年代から

1930年代にかけて北巨摩教育会が行った調査活動は著名である。その後も地元や県内外の研究

者や教育者によって調査され、高根町出身の浅川耕三氏等はその推進に大きな貢献をしている。

1962年度（昭37）と1971.72年度（昭４６．４７）の２回にわたって文化庁では、全国遺跡地図一

山梨県一を作成するために遺跡分布調査を行い（1981文化庁文化財保護部発行）、これIこよっ
（註ｌ）

て発見された新たな遺跡は以前の数倍であった。

高根町ではこの調査の終了時点で、遺跡総数は35ケ所となり、以前より飛躍的に多くなり、

各遺跡の遺物分布範囲も地図上に示された。その後高根町では、圃場整備が施行される箇所に

ついては、これをもととしてさらに詳細な遺物分布調査や試掘調査がなされた。その結果、１９８１

(昭56)～1983年(昭58)の間に発掘調査された11遺跡のうち、７遺跡(64％)はこの調査によって新た

に発見された遺跡である。青木北遺跡も、またこれに隣接する東久保遺跡も新発見の遺跡であった。

註１）『山梨県遺跡地名表』山梨県教育委員会1979年、「全国遺跡地図』－山梨県一文化庁1984年

第１節動機

青木北遺跡の発掘調査は、八ケ岳山麓で広域的に農林水産省が推進している圃場整備事業の

事前に行った調査の一つである。この遺跡がある地域の圃場整備は現水田を切り盛りして、一

定の広さの水田に統一する基盤整備事業である。

八ケ岳東南麓において、本県の圃場整備事業に伴って発掘された遺跡は1978年度（昭53）に

行われた大泉村谷戸遺跡を始めとし、1979年度（昭54）１件、1980年度（昭55）１件、1981年
（註１）

度（昭56）７件、1982年度（昭57）１１件、1983年度（昭58）６件と増加している。このうち1980

年度（昭55）に発掘調査された大泉村金生遺跡が国指定史跡になったことは特筆すべきであろ

う。このような状況下で、高根町地内では、1981年度（昭56）から10カ年計画で圃場整備の施

行が開始され、初年度には青木遺跡と他２遺跡が、1982年度は青木北遺跡と梅の木遣跡、堤遺

跡が発掘された。なお青木北遺跡の南（下）方に1981年度（昭57）に発掘された青木遺跡が、

また北方に1982年度（昭58）に発掘された東久保遺跡がある◎

本遺跡のある区域は1981年度に高根町教育委員会が簡単な分布調査と試掘調査を行って、遺

跡があることが確認されていた。この結果に基づいて、1982年４月23日に県文化課、県耕地課、

地元耕作者代表等の会議を開催し、発掘調査の日程等が決定された。発掘準備は５月６日から

21日までの間に行った。

－１－



青木北遺跡

註１）『山梨県文化財保護要覧』山梨県教育委員会1984年

第２節経過

発掘調査期間は1982年（昭57）５月24日から同年８月30日までの約３ケ月間であった。

先ず57年度工事区の湿田を除いて全域に、巾l77z長さ５～１０ｍのトレンチを17ケ所設定し、

５月24日から６月５日までの間に南から順に北に向って試掘を行った。当発掘を行った箇所以

外は表土下30cwzくらいで氾濫層になったり、浸透水が出てくる場所が多く遺構、遺物とも検出

出来なかった。

当発掘区では密度はうすいながらも、縄文時代の遺物と平安時代の遺物・遺構がトレンチで

検出された。1981年度行った予備調査ではＢ区からのみ遺構が検出されたが、今回の試掘では

Ａ区からも検出されたので、発掘予定範囲を拡大して調査を行った。

６月７日から本発掘を開始した。

本発掘は前半にＡ区（道の東）を、後半にＢ区（道の西）を重点的に行った。発掘区約2,500

㎡（約5077z×約5077z）に８ｍ方形のグリッドを設定し、これをさらに４ｍ方形グリッドに細分

し、遺構の検出状況にあわせて、チドリか1つおきのチドリで掘り進めた。

Ａ区ではグリッドの試掘によって、遺構の包含層は北半分では非常に浅く、表土（耕作土）

の直下にあり、南半分では深く、最南端では120c1nまで達することが判明したので、これに従っ

て、全面的に遺構包含層まで覆土を除去した。６月２１日には平安時代の住居祉約４軒、同掘立

柱建物比１軒と土壌数基を検出し、７月３日には４号住居杜で柱の礎石を発見した。

Ｂ区では中旬に入ってグリッドで試掘を行い、全面的に表土（耕作土）下の地山を切り込ん

で遺構が構築されていることがわかったので、７月12日から、バックホーとブルドーザーで表

土を除去し、ここでＡ区とＢ区の全面調査に移った。７月下旬には数基の住居杜、土壌等を完

掘し、発掘が半道中となった。

８月１日に台風が襲来し、若干の被害を蒙ったが、発掘は続けることが出来た。

８月に入ってからは各遺構の精査を、実測・写真撮影等の記録をとりながら行った。また８

月10日には中世末か江戸時代初期頃の小刀を埋納した15号土壌を、発掘も終了真近になった１９

日には15号住居吐を検出し、続けてこの精査を行い、８月30日に発掘調査を終了した｡

Ｂ区およびＡ区の北半分では、遺構が地山を掘り込んでいたので検出しやすかったが（した

がって遺構の上部を整地の際や農耕で削られた可能性がある）、Ａ区南半分では、黒色土中に

遺構包含層があったため、非常に遺構を検出し難く、確認したものの他にも住居杜らしい所も

２～３カ所あった。

なお、この青木北遺跡の発掘と並行して、６月４日から22日まで、本町箕輪にある梅の木遣

跡も森と雨宮が担当して発掘調査した。

整理は調査終了後少しずつ進めたが、本格的な整理は平成２年度に行った。発掘担当者の雨

宮正樹氏は発掘後、高根町教育委員会の職員に採用されたため、森が主に整理と原稿の執筆に

あたった。

－２－




















































































































































































































